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日本離婚・再婚家族と子ども研究学会 

第 3 回大会開催にあたってのごあいさつ 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大は，私たちの社会生活全般に大きな影響を与え続けています。コロナ禍か

らの回復の見通しは今なお不透明なままです。本学会の中心課題である離婚・再婚後の家族生活への影響

も深刻です。私たちの学会活動を止めるわけにはいきません。コロナ禍経験後の世界について眼を向ける

必要もあります。 

 

そこで，2020年 10月 3日（土曜）・4日（日曜）の第 3回大会は，すべてウェブ会議ツール（Zoom）によるオ

ンライン開催に初めて挑戦します。今大会のテーマは「離婚・再婚後の子どもと親―父母の関係と親子の新

たなきずなをめぐって」としました。基調講演には，加茂登志子先生（一般社団法人 日本 PCIT 研修センタ

ー／センター長／精神科医）をお迎えし，「子どもの養育と家族―PCIT での体験を通して」についてお話し

いただく予定です（基調講演だけは非会員を含めて一般公開）。 

 

また，大会企画シンポジウム「事例をとおして垣間見えた親子のきずなと父母の関係」を開催します。シン

ポジストとして，牛見和博（弁護士法人 牛見総合法律事務所／弁護士）・牛見明日香（公認心理師・臨床心

理士），しばはし聡子（一般社団法人 りむすび／代表），吉田浩（札幌家庭裁判所室蘭支部／家庭裁判所

調査官）の各氏が登壇します。 

 

プログラム，開催方法，参加・発表申し込み方法の詳細については，大会ホームページの左側のメニュー

をクリックして，各ページで最新情報をチェックしてください。その中に「オンライン参加マニュアル」を用意

しましたので，事前に必ずお読みいただけますようお願いいたします。 

 

オフライン開催の過去の大会以上に多数の会員のご参加をお待ちしております。 

 

 

2020年 9月 15日 

 

日本離婚・再婚家族と子ども研究学会 

第 3回大会委員長 野沢 慎司 

https://jarcds.org/2020conf/
https://jarcds.org/2020manual/
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大会スケジュール 

  

      13:30 – 15:10

   10:25 – 12:20    15:40 – 18:00

   10:25 – 12:20 13:20 – 14:30 　　14:40 – 15:40 15:50 – 16:50

　　14:40 – 15:40 15:50 – 16:50

10:00

 – 10:15

大会スケジュール１日目　10月3日（土）
10:00 11:00 12:00 15:00 16:00 17:00 18:00

Zoom

ビデオ
ウェビナー

13:00 14:00

Zoom

ミーティング
①

Zoom

ミーティング
②

大会スケジュール2日目　10月4日（日）
10:00 11:00 12:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00

Zoom

ビデオ
ウェビナー

10:00

 – 10:15

Zoom

ミーティング
①

Zoom

ミーティング
②

13:00

研
究
発
表
①
打
ち
合
わ
せ

研究発表①

研
究
発
表
②
打
ち
合
わ
せ

研究発表②

基調講演

「子どもの養育と家族

―PCITでの体験を通して―」

大会企画シンポジウム
「事例をとおして垣間見えた親子のきずなと父母の関係」

年次総会 会員企画ラウンド

テーブルA

会員企画ラウンド

テーブルA

会員企画ラウンド

テーブルB
会員企画ラウンド

テーブルB

会員企画ラウンドテーブルの企画者・登壇

者は開始時刻の5分前までに入室して接続

確認や簡単な打ち合わせをしてください。

17:10 – 18:00

オンライン交流会

※ミーティング

ルームのURL等

詳細は参加者に

別途ご連絡します

①-1
離婚後の子

どもが同居

祖父母に抱

く存在やイ

メージ・感

情に関する

探索的研究

①-2

物語にお

ける「ス

テップファ

ザー」の描

かれ方の

分析

①-3
ステップファ

ミリーへの

ソーシャル

ワーク実践理

論による支援

方法の構築に

むけた研究

②-1

母親の面

会交流の

受けとめと

ゲートキー

ピングの関

連

②-2

親用片親疎

外尺度

(PASPJ)

の作成と信

頼性・妥当

性の検討

②-3

親の離婚を

経験した大

学生に対す

るFAITプ

ログラムの

試行実践

高葛藤夫婦事例の非

監護親と子どもの面

会交流

―法律職は対人援助

職に何を望むか？―

（前半）

ステップファミリーへ

の移行期の課題

―離婚後家族のストレ

ングスを育むための理

解と支援―

（前半）

高葛藤夫婦事例の非

監護親と子どもの面

会交流

―法律職は対人援助

職に何を望むか？―

（後半）

ステップファミリーへ

の移行期の課題

―離婚後家族のストレ

ングスを育むための理

解と支援―

（後半）

聴講者のみなさま

会員企画ラウンドテーブルは、2枠連続

（120分）の企画2つ（AとB）のみが同時進

行になります。どちらも前半の議論を前提

にして後半が進行しますので、休憩時間に

移動せずに同一企画を連続聴講されるこ

とをお奨めします。
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大会参加者へのご案内 

1. 会場（使用ツール） 

基調講演｜Zoomビデオウェビナー 

シンポジウム・研究発表・ラウンドテーブル｜Zoomミーティング 

（アクセスに必要な情報は，大会 7日前に配信予定の大会参加者宛のメールにてご案内します。） 

2. 交流会 

日時｜大会 2日目（10月 4日・日）17：10－18：00 

使用ツール｜Zoomミーティング 

＜ご注意＞ 

1. 事前のお申し込みが必要です。詳細は参加お申し込みの方に別途お知らせいたします。 

2. 追加料金はかかりません。 

3. 総会 

日時｜大会 2日目（10月 4日・日）13：20－14：30 

使用ツール｜Zoomミーティング 

学会に対する会員の皆さまの期待やご意見をお聞かせください。 

4. 非会員の参加について（基調講演のみ） 

基調講演のみ，非会員の参加を受け付けています。 

5. オンライン開催にあたって厳守していただきたいこと 

参加申し込み時に，すべての企画についての守秘義務および，録音・録画・写真撮影を行わないことに同意して

いただいておりますので，その旨ご了承ください。 

6. 書籍販売について 

オンライン開催では書籍販売を行うことができませんが，大会トップページの左側および，この大会プログラムの

巻末に出版社様のバナーや広告を掲載させていただいております。バナーや広告をクリックしていただきますと，

各出版社様のウェブサイトを閲覧できるようになっています。ぜひ御覧ください。 

7. お問い合わせ 

・大会当日｜お問い合わせをお受けするほか，事務局から当日の進行状況なども随時アナウンスする予定です。 

LINEオープンチャット「第 3回大会」 

（アクセスに必要な情報は，大会 7日前に配信予定の大会参加者宛のメールにてご案内します。） 

https://jarcds.org/2020conf/
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※こちらのオープンチャットは，大会当日，大会事務局メールアドレスに問い合わせが集中することを避け

るためにご用意しています。LINEアカウントをお持ちの方は，できるだけ LINEオープンチャットのご活用を

お願いいたします。なお，緊急時など重要な情報はメールでも配信いたします。 

※LINEのアカウントをお持ちでない方からの大会当日のお問い合わせは， 

第 3回大会事務局 2020office@jarcds.org にてお受けいたします。 

※LINEオープンチャットでは，参加者の LINE IDは公開されませんので，安心してご利用いただけます。 

※大会 7日前から参加可能ですので，お早めにご登録ください。 

・大会当日以外｜会場や大会全般に関するお問い合わせ 

第 3回大会事務局へ 2020office@jarcds.org 

・大会当日以外｜入会等に関するお問い合わせ 

  学会事務局へ info@jarcds.org 
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研究発表，ラウンドテーブル企画者の方へのご案内 

 

 

1. 【必須】マニュアルについて 

研究発表（口頭）を行う会員やラウンドテーブル企画者は，事前に大会ホームページに掲載されているマ

ニュアルの該当部分をご一読ください。発表の準備や当日の進行は，マニュアルに従って進めてください。

マニュアルは，随時（開催当日中にも）改訂される可能性があります。ときどき，こちらのページで最新バー

ジョンをチェックしてください。 

2. 【必須】発表時に画面共有するスライドや資料の提出について 

研究発表（口頭）を行う会員やラウンドテーブル企画者は，発表時に画面共有するスライドや資料等を，

10月2日（金）正午までにPDF形式で大会事務局（2020office@jarcds.org）宛のメール添付ファイルで提出し

てください。発表中にインターネット通信トラブル等で発表者が発表できなくなった場合に，大会事務局が

代理でその資料を提示することがあります。トラブル等がなかった場合には資料は提示せず，他の目的で

使用することもありません。 

3. （任意）配布資料について 

研究発表（口頭）を行う会員やラウンドテーブル企画者で事前に配布したい資料等がある場合は，9月 26 

日（土）までに PDF 形式で大会事務局（2020office@jarcds.org）に提出（添付ファイル送信）してください。大

会に参加申し込みをした人のみが資料をダウンロードできるように大会ホームページに掲載します。 

4. 【必須】事前打ち合わせについて 

研究発表（口頭）を行う会員は，発表当日（10：00－10：15 を予定）に研究発表者・司会者・大会事務局で

打ち合わせを行います。 

ラウンドテーブル企画者は，登壇者と共にラウンドテーブル開始時刻の 5 分前までにラウンドテーブルで

使用する Zoom ミーティングに接続し，簡単な段取りの確認（2 セッション連続の場合の時間配分など）を行

うようにしてください。 

  

https://jarcds.org/2020manual/
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基調講演 

10 月 3 日 13：30－15：10 Zoom ビデオウェビナー 

 

 

子どもの養育と家族 

―PCIT での体験を通して― 

 

講 演 者 ｜ 加茂 登志子 先生 

       （一般社団法人 日本PCIT研修センター／センター長／精神科医）           

司     会 ｜ 福丸 由佳 （白梅学園大学） 

 

親子関係の改善に有効性が示されている PCIT（Parent Child Interaction Therapy：

親子相互交流療法）について，その理論やスキルを紹介しながら，トラウマの問題や

コロナ禍の子育て，離婚を経験する子どもと親の関係など，子どもの養育と家族の

問題についてお話しいただく予定です。 

 

＊日本 PCIT 研修センターのページはこちらです。 

  

https://pcittc-japan.com/sample-page/


9 

 

大会シンポジウム 

10 月 3 日 15：40－18：00 Zoom ミーティング① 

 

事例をとおして垣間見えた親子のきずなと父母の関係 

 

シンポジスト ｜ 牛見 和博 （弁護士法人 牛見総合法律事務所／弁護士）  

牛見 明日香 （公認心理師・臨床心理士） 

シンポジスト ｜ しばはし 聡子 （一般社団法人 りむすび／代表） 

シンポジスト ｜ 吉田 浩 （札幌家庭裁判所室蘭支部／家庭裁判所調査官） 

司     会 ｜ 町田 隆司 （東京家庭裁判所） 

 

【企 画 趣 旨】 

家族支援の活動や実務に関わる本学会員は，それぞれの臨床場面で，いろいろな当事者の方に出会われると

思います。激しい苛立ちや怒りをぶつけられたりする一方，親子の感動的な瞬間に立会ったり，雪解けにほっこ

りした気持ちを受けたりすることもあるでしょう。 

今回は，山口県で法律事務所を開設しておられる牛見和博弁護士・牛見明日香公認心理師／臨床心理士ご

夫妻，札幌家庭裁判所室蘭支部の吉田浩家庭裁判所調査官，一般社団法人「りむすび」のしばはし聡子代表の

各先生をシンポジストにお迎えしました。それぞれご自身の経験をもとに，研究者や司法関係者そして実務家が

共有しておきたい「親子のきずなと父母の関係」について，話題提供していただこうと思っております。 

 

 

 

離婚後の親子・父母の関係を見据えた法律事務所の取組み 

牛見 和博 （弁護士法人 牛見総合法律事務所／弁護士） 

牛見 明日香 （公認心理師・臨床心理士） 

 

当事務所は，離婚と子の問題に悩む父母の相談を受け，一方当事者の代理人として活動するだけでなく，中

立的な立場での面会交流支援も行っている。コロナ禍においては，コロナの不安と混乱とともに，離婚後に一旦

は収まったかに見えた父母の葛藤が表面化したり，支援者自体も活動を停止するなどして，特に面会交流に影

響を与える（親子が会えない）という事態が発生した。他方で，当事務所が関わった親子の中には，これまでどお

りに会えた親子もあるし，逆に面会交流の頻度が増えたという親子もある。これは，離婚前からの親子のきずな

と父母の関係によるところが大きいが，同時に，当事務所の特徴である法律と心理の専門家の協働がうまく機能

したのではないかとも考えている。当事務所が経験した事例を通して，親子のきずなと父母の関係について改

めて考えるとともに，離婚と子の問題を扱う法律事務所において法律と心理の専門家が協働する意味を考えて

みたい。 
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共同養育実践に向けた親同士の関係再構築への支援の必要性 

しばはし 聡子 （一般社団法人 りむすび／代表） 

 

高葛藤な夫婦が共同養育を実践するためには，初期の段階で争わずにお互いの葛藤を下げ対等な話し合い

をすることで，いかに親同士の関係を再構築していけるかがポイントとなる。 

当会では，同居親別居親各々に向けたカウンセリングを通して，両者の心の架け橋的な伴走を重んじた支援

を行っている。具体的な支援の介入方法を紹介するとともに，同居親と別居親が対立構造になる原因や，高葛藤

から共同養育実践できるようになった事例を共有し，快方に向かうケースと争いが激化するケースの分岐点に

ついても触れたい。 

また，コロナ禍において感染拡大防止をふまえた支援の必要性が高まるなか，当会が提供しているオンライン

を活用した面会交流支援，協議離婚サポート，同居親別居親が集う自助会等を取り上げ，利用者の声を紹介し

ながら今後のオンライン支援の可能性について触れたい。 

 

 

 

 

面会交流の紛争における高葛藤化のパターンとその対処 

吉田 浩 （札幌家庭裁判所室蘭支部／家庭裁判所調査官） 

 

私は決して裁判所の組織を代表しているわけではありませんので，裁判所としてどのような取り組みをしてい

るのかをお話しすることはできませんし，個別の事例を紹介することもできません。しかし，面会交流がなぜ紛糾

し，高葛藤になりやすく，援助者や仲介者の解決への試みはしばしば失敗するのか，そして，葛藤を低減するた

めにどのような作業仮説が考えられるのかについて，皆様のお役に立つかもしれないお話はできるかと思いま

す。 

援用される知見は主に，ブリーフセラピー（家族療法），認知行動療法，マインドフルネス，精神分析，社会心理

学，トラウマ関連ですが，何よりも優れた諸先輩方からの学びと私自身の経験に基づいています。 
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研究発表① 

10月 3日 10:25－12:20 

      

Zoomミーティング①会場 

座長：菊地 真理（大阪産業大学） 
 

10:30－11:00   

①-1 離婚後の子どもが同居祖父母に抱く存在やイメージ・感情に関する探索的研究 

―PAC分析を用いて― 

野口 康彦（茨城大学） 
親の離婚を経て，同居親の祖父母と暮らした経験のある大学生を対象とし，離婚後の子どもが同居祖

父母に抱く存在やイメージ・感情に焦点をあて，PAC（Personal Attitude Construct）分析を用いて，探索的
に検討を行った。離婚後の子どもの家庭生活と祖父母の担う役割について，若干の言及を行いたい。ま

た，親の離婚を経験していない大学生で，祖父母との同居経験のある者に対して行った，ウェブフォーム

によるアンケート結果についても紹介したい。 

 

 

11:00－11:30 

①-2 物語における「ステップファザー」の描かれ方の分析 

渡部 晃大（京都大学大学院教育学研究科） 
児童向け文学作品を対象として，「ステップファザー」という存在がどのように表象されているかを分析

した。分析の結果，再婚をきっかけとしてアウトサイダーとなる存在が子どもからステップファザーへと入

れ替わっている描写，家内領域では不安定な「父親」としての地位が，公共領域では「名字の変更」によっ

て容易に得られる描写があると読み取った。 

 

 

11:30－12:00 

①-3 ステップファミリーへのソーシャルワーク実践理論による支援方法の構築にむけた研究 

―エコシステム構想とライフストーリーワークによる具体的展開― 

小榮住 まゆ子（椙山女学園大学） 
ステップファミリーへのソーシャルワーク実践理論にもとづく支援方法の構築をめざし，本研究は，ステ

ップファミリーの特性，ニーズ，支援の現状を整理・概観しながら，求められるソーシャルワーク実践の課

題を考察した。またその具体的展開方法としてエコシステム構想とライフストーリーワークの支援特性，支

援ツール，具体的展開方法の整理を通じて，両方法による科学性と実存性の統合化による支援方法の意

義と必要性を述べた。 

 

12:00－12:20 

交流・質問｜司会によるセッション終了の挨拶後，Zoom ミーティング①を時間まで開放しますので，発表者・司
会者での交流や，聴講者でご希望の方は追加の質問などの時間としてご利用ください。 
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研究発表② 

10月 4日 10:25－12:20     

Zoomミーティング①会場 

座長：青木 聡（大正大学） 
 

10:30－11:00   

②-1 母親の面会交流の受けとめとゲートキーピングの関連 

―母親のソーシャルサポートと母親による子どもの意思・様子確認の調整効果の検討― 

○直原 康光，#安藤 智子 

（筑波大学大学院人間総合科学研究科，筑波大学人間系） 

離婚後に子どもと同居する母親のゲートキーピングの規定要因を明らかにするため，母親の面会交流

の受けとめとの関連を検討した。その際，母親のソーシャルサポートと母親による子どもの意思・様子確

認を調整変数として用いて階層的重回帰分析を行った結果，交互作用が認められ，母親のソーシャルサ

ポートと母親による子どもの意思・様子確認が，ゲートキーピングを適切に行うための鍵となっていること

が示唆された。 

 

11:00－11:30 

②-2 親用片親疎外尺度(PASPJ)の作成と信頼性・妥当性の検討 

○柏木 舞，髙坂 康雅 

（医療法人ラック，和光大学） 

本研究の目的は，RPAS を参考に，日本語版の親用片親疎外尺度(PASPJ)を作成し，信頼性妥当性を
検討することであった。離婚を経験し15歳以下の子をもつ者を対象に調査を実施したところ，5因子が抽
出された。α係数はいずれも.70 を超えていた。親子関係尺度や人生に対する満足尺度との関連では，4
つの因子は予想された関連がみられたが，「独立した思想家」は予想に反する関連がみられた。そこで，4
因子をもって PASPJとすることが妥当であると考えられた。 

 

11:30－12:00 

②-3 親の離婚を経験した大学生に対する FAITプログラムの試行実践 

―プログラム参加後インタビューの質的分析― 

○山田 哲子，福丸 由佳，大瀧 玲子，曽山 いづみ，#杉本 美穂，大西 真美 

（立教大学，白梅学園大学，日本女子大学，奈良女子大学， 

栃木県南児童相談所，司馬クリニック） 

離婚を経験する親子を対象にした心理教育プログラムである FAIT を，未成年の頃に親の離婚を経験
した大学生を対象に試行実践を行い，プログラム参加後に個別の半構造化インタビューを行って質的に

分析を行った。その結果，親の離婚から 10 数年以上が経過した大学生であっても当事者グループのプ
ログラムに参加することで，離婚に関する認知の修正や自身の感情の整理など，プログラム参加前後で

自身の変化を語っていた。 

 

12:00－12:20 

交流・質問｜司会によるセッション終了の挨拶後，Zoom ミーティング①を時間まで開放しますので，発表者・司
会者での交流や，聴講者でご希望の方は追加の質問などの時間としてご利用ください。 

注. ○は発表責任者，#は非会員である。 
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ラウンドテーブル 

10月 4日 14:40－15:40（前半）, 15:50－16:50（後半） 
 

◇会員企画ラウンドテーブルは、2枠連続（120分）の企画2つ（AとB）のみが同時進行になります。どちらも前半
の議論を前提にして後半が進行しますので、休憩時間に移動せずに同一企画を連続聴講されることをお奨めし

ます。 

 

 

A｜Zoomミーティング①会場 

 

高葛藤夫婦事例の非監護親と子どもの面会交流 

―法律職は対人援助職に何を望むか？― 

 

企  画  者 ｜ 村尾 泰弘（立正大学），町田 隆司（東京家庭裁判所） 
司     会 ｜ 村尾 泰弘 

話題提供者 ｜ 今里 恵子（弁護士／東京弁護士会） 
指定討論者 ｜ 上原 裕之（静岡大学(未来社会デザイン機構)客員教授／弁護士），町田 隆司 

  

法律職と対人援助職（心理職実務家）に役割分担的な棲み分けがあるのは当然だが，協働の必要性・重要性

も認識すべきという問題を提起したい。その典型に高葛藤夫婦の離婚紛争や面会交流がある。法律職が苦労し

て合意や審判・判決に結びつけても，対人援助職が適確にそれを理解して活動しなければ，その労苦は画餅に

帰しかねない。最悪の場合，紛争の再燃を来たすことさえある。法律職と対人援助職の望ましい協働のあり方を

議論したい。 

 

 

B｜Zoomミーティング②会場 

 

ステップファミリーへの移行期の課題 

―離婚後家族のストレングスを育むための理解と支援― 

 

企   画   者 ｜ 緒倉 珠巳，青葉 由紀子（ステップファミリー・アソシエーション・オブ・ジャパン） 
コメンテーター ｜ 福丸 由佳（白梅学園大学） 

 

離婚後の家族関係は，時間の経過とともに様々な変化を伴う。離婚した両親の一方，あるいは双方が次のパ

ートナーとの暮らしを歩み出す時に，親も子も，ある種の喪失や新たな課題と遭遇することになる。今回はこうし

た「ステップファミリー」へと移行する家族に注目し，そのフェーズごとにどのような状況があるかアセスメントの

練習をする。また，家族のメンバー各々の心情の違いについて理解を深めたうえで，どのような支援や工夫が考

えられるのかを検討したい。 
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